
国際連携 2023-4-99

1

2023 年度第 4 回国際連携タスクフォース 議事録

一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時 ： 2024 年 1 月 24 日（水）13:30～15:00

２．開催場所 ： オンライン会議（ZOOM）

３．出 席 者 ： （順不同・敬称略）

特別会員  清友 大造 一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

特別会員  兼子 邦彦 一般社団法人 SCCC リアルタイム経営推進協議会  
特別会員   遠城 秀和  IT コンサルタント

幹事会員  齋藤 孝平  株式会社 NTT データ経営研究所

正 会員  岡村 俊也  株式会社グローバルワイズ

正 会員  佐合 翔平  株式会社グローバルワイズ

正 会員  惣代 和明  NEC ソリューションイノベータ株式会社

賛助会員    川内 晟宏 特定非営利活動法人 IT コーディネータ協会

賛助会員    野田 和巳 特定非営利活動法人 IT コーディネータ協会

賛助会員  鈴木 耀夫  NPO 法人観光情報流通機構

  賛助会員  板垣 和芳  NPO 法人観光情報流通機構

   オブザーバ 西口 周作  日本銀行決済機構局

事 務 局  菅又 久直 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  

出席者 13 名

４．議事概要

2023 年度第 4 回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。

（資料：国際連携 2023-4-01 第 4 回国際連携タスクフォース議事次第）

４－１. 第 3 回国際連携タスクフォース議事録確認

事務局菅又より、第 3 回国際連携タスクフォース議事録案の説明が行われ、それを確

認した。

（資料：国際連携 2023-4-02 第 3 回国際連携タスクフォース議事録（案））

４－２．国連 CEFACT 新体制

事務局菅又より、資料に基き国連 CEFACT フォーラムの新体制につき報告が行われた。

（資料：国際連携 2023-4-03 第 41 回国連 CEFACT 新体制）

国連 CEFACT ビューローより通知のあった新体制は次の通り。
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４－３．貿易金融プロジェクト進捗報告

事務局菅又より、資料に基き貿易金融プロジェクトの進捗報告が行われた。

（資料：国際連携 2023-3-04 第 29 回国連 CEFACT 総会報告）

＜進捗報告＞

 2022 年度貿易デジタル化調査事業概要

 国連 CEFACT 貿易金融データ交換プロジェクト紹介

 国連 CEFACT プロジェクトにおける活動

 国連 CEFACT 春季フォーラムにてプロジェクトへの提言を発表

 国連 CEFACT 秋季フォーラムにて信用状業務要件仕様ドラフトを提案

 インボイス追加データ項目の要望提出

 国連 CEFACT プロジェクト定例会議が始められた。

４－４．ISO TC154 プロジェクト

事務局菅又より、資料に基き ISO TC154 プロジェクトの進捗報告が行われた。

（資料：国際連携 2023-4-05 TC154 プロジェクト報告）

＜ISO TC154 プロジェクト状況＞

 JWG1: EDIFACT シンタックスを対象とした UNECE との合同 WG であるが、新たな

進展はない。

 WG5: 日時表記（Representation of dates and times）に関わる標準を担当しており、

タイムゾーンや西暦以外の暦の表記方法の標準化が検討されている。

 WG6: 日本が、署名付き PDS 文書の長期保存の修正標準を準備中。
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 WG7: デジタル・ビジネス担当の作業グループでは次のプロジェクトが進められている。

 エンタープライズ正規モデルのアーキテクチャの標準が発行され、各論に取り掛か

る。

 カーボンデータ標準化プロジェクトは進捗が停滞。

 インダストリアル・インターネットへの Blockchain 適用標準が検討中。

 電子商取引における製品品質標準が検討中。

 Blockchain によるスマートコントラクト・プロジェクトは賛成国が少なく立ち上が

らず。

 JWG9: UNECE との合同作業グループでは、次のプロジェクトを手掛ける。

 B-S-P（Buy-Ship-Pay）参照データモデル。

 電子 BL（船荷証券）。

 貿易データ要素辞書（TDED）のメインテナンス。

４－５．旅行レジャー体験プロジェクト

NPO 法人観光情報流通機構の鈴木委員より、資料に基づき新プロジェクトの紹介が行

われた。

（資料：国際連携 2023-4-06 旅行レジャー体験プロジェクト）

＜新プロジェクトの目的＞

 体験プログラム (EPs) を取引するするための API 整備。

 SDGs に基づいた、旅行商品サプライヤーが自己評価した持続可能性情報を提供。

４－６．貿易デジタル化国際情勢

事務局菅又より、資料に基き貿易デジタル化に関わる 2 件の最新状況を紹介した。

（資料：国際連携 2023-4-07 WTO 電子商取引交渉に関する共同議長声明）

（資料：国際連携 2023-4-08 国際商工会議所：文書とデータ項目）

 WTO 電子商取引交渉に関する共同議長（シンガポール、オーストラリア、日本）が

13 条文のデジタル貿易ルールに合意したことを発表した。

 国際商業会議所（ICC）の作業グループが、貿易デジタル化に関わる文書の分析結果と、

使用される標準データ要素の一覧を発表した。

４－７．今後の予定

＊第 4 回業界横断 EDI タスクフォース：2 月 14 日

＊第 2 回技術手法委員会：3 月 12 日 or 3 月 15 日

以 上
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配布資料：

国際連携 2023-4-01 第 4 回国際連携タスクフォース議事次第

国際連携 2023-4-02 第 3 回国際連携タスクフォース議事録

国際連携 2023-4-03  国連 CEFACT 新体制

国際連携 2023-4-04 貿易金融プロジェクト進捗報告

国際連携 2023-4-05 ISO TC154 プロジェクト

国際連携 2023-4-06 旅行レジャー体験プロジェクト

国際連携 2023-4-07 WTO 電子商取引交渉に関する共同議長声明

国際連携 2023-4-08 国際商工会議所：文書とデータ項目


